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委員長 岡﨑ひろみ

発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ
る
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
汚
染
が

広
が
る
中
、
政
府
は
水
道
水
の
全
国

的
な
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

問
題
で
は
環
境
省
が
２
０
２
０
年
に

各
都
道
府
県
の
汚
染
可
能
性
が
あ
る

１
４
３
地
点
で
調
査
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
は
38
都
道
府
県
１
２

５
８
地
点
中
、
１
１
１
地
点
で
国
の

基
準
値
を
上
回
り
ま
し
た
が
98
％
は

汚
染
源
は
不
明
と
の
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
米
軍
基
地
か
ら
の
汚

染
は
目
立
ち
ま
す
が
、
工
業
用
で
も

半
導
体
製
造
や
、
金
属
加
工
、
金
属

メ
ッ
キ
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
業
的
研
磨

剤
、

表
面
処
理
剤
な
ど
に
も
多
く
使

わ
れ
、
そ
れ
ら
工
場
周
辺
の
土
壌
や

河
川
・
地
下
水
を
汚
染
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
か
い
正
康
（
２
０
２
５

年
社
民
党
参
議
院
選
挙
比
例
代
表
・

新
社
会
党
市
民
運
動
委
員
長
）
が
２

０
２
１
年
に
「
水
道
の
民
営
化
反
対
」

「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
調
査
」
を
自
治

体
に
要
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
国

的
に
広
が
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
に
政
府

は
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
ま
し
た

が
、
内
閣
府
の
食
品
安
全
委
員
会
は

「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｏ
」
と
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」
と

い
う
2
種
類
の
物
質
の
合
計
で
、
1

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
40
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と

し
、
欧
州
食
品
安
全
機
関
の
60
倍
以

上
の
緩
さ
で
基
準
値
を
決
め
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
10
月
、
岡
山
県
吉
備

町
（
人
口
１
０
２
６
９
人
）
で
は
水

道
水
か
ら
国
の
基
準
を
超
え
る
28
倍

の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
、
27
人
の

血
液
か
ら
18
倍
の
健
康
リ
ス
ク
の
値

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
国
が

定
め
た
水
道
水
の
暫
定
目
標
値
は
河

川
や
地
下
水
な
ど
と
同
じ
で
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
う
ち
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｏ
」
と
「
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
」
と
い
う
2
種
類
の
物
質
の

合
計
で
、
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
50
ナ

ノ
グ
ラ
ム
で
す
。

２
０
１
８
年
12
月
に
水
道
法
の
一

部
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
国
や

自
治
体
が
公
共
施
設
の
所
有
権
を
持
っ

た
ま
ま
、
民
間
に
運
営
権
を
譲
渡
で

き
る
も
の
で
、
こ
れ
で
水
道
事
業
の

民
営
化
の
道
を
開
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
水
道
事
業
は
民
営

化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
水
道
料
金
の
高
騰
が
続
い
た
の

を
契
機
に
、
２
０
１
０
年
1
月
に
水

道
事
業
の
再
公
営
化
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。

世
界
は
水

道
事
業
の
民

営
化
を
見
直

し
、
再
公
営

化
が
主
流
で
、

日
本
は
逆
行

し
て
い
ま
す
。

かい正康の重点政策－水はいのちの源
みなもと

公
営
化
と
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
な
く
す

か
い
正
康
さ
ん
の
重
点
政
策
の
一
つ
に
、
水
道
の
公
営
化
維
持
、
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
汚
染
源
調
査
と
対
策
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
政
府
は
よ

う
や
く
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
全
国
調
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。

汚
染
源
は
不
明
？

健
康
被
害
リ
ス
ク
増

逆
行
す
る
水
道
民
営
化

水道

かい正康さん・宮城県の水道事業民営化に仙台市で抗議
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お問い合わせ先週刊新社会を

読みませんか

こ
れ
ま
で
改
憲
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
の
が
安
倍
元
首
相
で
す
。
２
０
１
２

年
に
憲
法
96

条
の
改
正
を
打
ち
出
し
、
改
憲

案
を
両
院
の
過
半
数
で
可
決
す
る
案
は
実

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
家
の
「
緊
急
事
態
」
に
関
し
て
、
こ

れ
ま
で
法
整
備
の
議
論
は
多
々
あ
り
、
２

０
１
２
年
の
自
民
党
の
改
憲
草
案
で
は
98
条

と
99

条
に
新
設
の
緊
急
事
態
条
項
を
加
え
ま

し
た
。
２
０
１
３
年
５
月
、
衆
議
院
憲
法

審
査
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
緊
急
事
態
」

に
関
す
る
資
料
を
ま
と
め
、
改
憲
派
は
こ

の
議
論
を
経
て
国
民
的
合
意
が
可
能
と
し
、

改
憲
発
議
の
突
破
口
と
し
て
い
る
の
で
す
。

緊
急
事
態
条
項
の
１
つ
は
、
政
府
に
よ

る
「
緊
急
政
令
」
で
す
。
国
会
が
開
け
な

い
よ
う
な
状
況
に
は
、
政
府
が
法
律
と
同

じ
効
力
を
持
つ
政
令
を
定
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
も
う
１
つ
が
「
議
員
任
期
の
延

長
」
で
す
。
国
会
は
開
け
る
が
70

日
を
超
え

て
選
挙
が
困
難
な
状
況
が
長
期
化
し
た
時
、

６
か
月
を
上
限
に
「
選
挙
困
難
事
態
」
と

認
定
し
て
国
会
議
員
の
任
期
を
最
大
で
通

算
１
年
ま
で
延
長
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
自
民
党
の
真
の
狙
い
は
自
民
党

改
憲
草
案
の
実
現
で
す
。
２
０
１
２
年
の

自
民
党
改
憲
草
案
で
は
98

条
に
国
家
の
「
緊

急
事
態
」
と
は
、
「
外
部
か
ら
の
武
力
攻

撃
」
、
「
内
乱
等
の
社
会
秩
序
の
混
乱
」
、

「
地
震
等
の
大
規
模
災
害
」
、
「
そ
の
他

の
法
律
で
定
め
る
緊
急
事
態
」
と
し
て
い

ま
す
。
総
理
大
臣
が
緊
急
事
態
を
宣
言
、

自
治
体
の
長
へ
の
指
示
と
財
政
措
置
を

行
い
、
宣
言
後
に
国
会
の
承
認
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
間
に
衆
議
院
は
不
解
散

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
国
、
そ

の
他
の
公
の
機
関
の
指
示
に
国
民
は
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
国
民

の
様
々
な
権
利
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
時
の

総
理
大
臣
に
絶
対
的
な
権
限
を
持
た
せ
、

国
家
統
制
を
強
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

衆
議
院
憲
法
審
査
会
で
は
自
民
党
の
中

谷
・
元
防
衛
大
臣
が
緊
急
事
態
条
項
の
改

憲
条
文
の
起
草
は
「
機
は
熟
し
て
い
る
」

と
し
、
国
会
閉
会
中
の
憲
法
審
査
会
の
開

催
を
狙
っ
て
い
ま
す
が
、
衆
参
両
院
の
憲

法
審
査
会
は
残
念
に
も
改
憲
派
が
多
数
を

占
め
て
い
ま
す
（
図
参
照
）
。
改
憲
を
阻

む
に
は
、
立
憲
野
党
を
大
き
く
す
る
こ
と

が
急
務
で
す
。

緊
急
事
態
条
項
の
改
憲
案
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
法
律
に

は
、
警
察
法
、
災
害
対
策
基
本
法
、
原
子

力
災
害
に
は
原
子
力
災
害
対
策
基
本
法
が

あ
り
ま
す
。
外
部
か
ら
の
攻
撃
に
は
自
衛

隊
法
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
緊
急
事
態
は

既
存
の
法
律
の
運
用
で
可
能
な
の
で
す
。

ま
た
国
会
の
議
決
を
要
す
る
緊
急
時
に

は
、
参
議
院
が
国
会
の
権
能
を
暫
定
的
に

代
行
す
る
参
議
院
の
緊
急
集
会
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
改
憲
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

衆議院

定数50名

参議院

定数45名

自民党 ２７ ２２

公明党 ４ ５

維新の会 ５ ４
国民

民主党
１ ２

有志の会 １
立憲

民主党
１１ ８

共産党 １ ２

れいわ

新選組
１ １

沖縄の風 １ １

憲法審査会 国会閉会中審査で改憲議論を加速

改
憲
４
党
は
足
並
み
揃
え

改
憲
の
口
実
を
狙
う

第
２
１
３
通
常
国
会
は
６
月
23

日
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
通
常
国
会
開
会
中

に
衆
議
院
憲
法
審
査
会
は
11

回
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
自
民
党
は
閉
会
中
審
査

を
提
案
し
、
改
憲
議
論
の
加
速
を
求
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
審
査
会
の
議

論
は
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
の
改
正
問

題
と
緊
急
事
態
条
項
創
設
を
巡
る
論
点

が
中
心
で
す
が
、
自
民
党
は
公
明
、
維

新
、
国
民
を
巻
き
込
ん
で
改
憲
を
急
い

で
い
ま
す
。
改
め
て
改
憲
反
対
の
声
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

緊
急
事
態
条
項
新
設
は

改
憲
の
突
破
口
と
す
る
た
め

狙
い
は
緊
急
事
態
の
名
で

国
民
を
統
制
下
に
置
く
こ
と


